
　

11月

25日
（
日）
午後
２

時
から
白岡
市
の「
はぴ
す

し
らお
か」
に
おい
て、
協

会
設立
五周
年
記念
講演
会

が
映画
監督
の
降旗
康男
氏

を
お招
きし
て
１０
０人
を

超
える
参加
者
を得
て成
功

裡
に実
施す
る
こと
がで
き

ま
した
。　
　
　　
　

　
白岡
市教
育
委員
会、
蓮

田
市教
育委
員
会お
よび
公

益
社団
法人
日
本ユ
ネス
コ

協
会連
盟に
後
援し
てい
た

だ
きま
した
。
また
、会
場

内
には
埼玉
県
内の
民間
ユ

ネ
スコ
活動
を
紹介
する
た

め
に埼
玉県
平
和資
料館
が

作
成さ
れた
パ
ネル
を展
示

し
まし
た。
　
　　
　　
　

　
講演
会は
先
ず、
司会
者

か
らご
参加
戴
いた
中野
和

信
蓮田
市長
、
関口
茂蓮
田

市
教育
長の
紹
介が
あり
、

続
いて
日本
ユ
ネス
コ協
会

連
盟松
田会
長
から
のメ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
　
次に
主催
者
を代
表し
て

田
村会
長か
ら
過密
スケ
ジ

ュ
ール
のな
か
この
講演
会

に
快諾
して
戴
いた
降旗
監

督
に
対
し
て
謝
意
を
表
明

し
、当
協会
が
２０
０８
年

４
月以
降取
り
組ん
でき
た

各
種事
業の
実
施状
況を
紹

介
し、
最後
に
活動
に参
加

す
る新
規会
員
の呼
びか
け

を
行い
まし
た
。

　
続い
て、
司
会者
の降
旗

監
督の
略歴
紹
介の
後、
降

旗
監督
より

田
村会
長の

従
兄が
同監

督
と大
学と

職
場（
東映
）

が
同じ
であ

っ
た縁
から

今
回の
企画

に
参画
する

こ
とに
なっ
た
事情
が披
露

さ
れま
した
。
今回
の講
演

会
は、
田村
会
長が
降旗
監

督
にイ
ンタ
ビ
ュー
する
形

式
で行
われ
ま
した
。

　
田村
会長
か
ら、
監督
の

学
生時
代の
印
象深
かっ
た

こ
と、
映画
界
に入
った
動

機
、監
督の
役
割、
映画
作

り
に心
がけ
て
いる
こと
、

映
画作
りの
役
割、
思い
出

の
作品
、今
後
の抱
負な
ど

を
質問
した
の
に対
し、
一

つ
一つ
ご丁
寧
に、
時に
は

ユ
ーモ
アを
交
えな
がら
エ

ピ
ソー
ドや
心
情を
吐露
し

て
いた
だき
ま
した
。思
い

出
の作
品と
し
ては
、数
多

く
の作
品の
中
から
特攻
隊

を
テー
マと
し
た「
ホタ
ル
」

と
来年
公開
さ
れる
「少
年

Ｈ
」（
戦争
を
テー
マ）
の

２
作品
を紹
介
され
、多
く

の
犠牲
者を
も
たら
した
戦

争
を風
化さ
せ
ては
いけ
な

い
こと
訴え
ら
れた
こと
が

参
加者
の心
に
強く
残っ
た

と
思い
ます
。

　
なお
、講
演
会の模様

は

11月

27日付
読売新聞朝

刊
で
“降
旗監
督
が講
演「
少

年
Ｈ」
の思
い
出語
る“
と

題
して
紹介
さ
れま
した
。
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設
立

五
周

年
記

念
講

演
会

日
本

人
の

心
の

原
風

景
を

語
る

巨
匠

・
降

旗
監

督
の

世
界

降旗康男監督

会場風景

 （１）  蓮田・白岡地方ユネスコ協会 会報8号 2012年12月25日発行

 ファン持参のポスターを前にして

　
会員・ご

支
援の
皆様
、

日
頃は
当協
会
の活
動に

ご
協力
賜り
厚
く御
礼申

し
上げ
ます
。
お陰
様で

当
協会
は、
五
年目
を迎

え
まし
た。
設
立以
来、

色
々な
事に
挑
戦し
、遭

遇
し、
縷々
議
論し
て時

に
は理
事各
位
のあ
ふれ

る
よう
な努
力
と熱
意で

活
動を
展開
し
てま
いり

ま
した
。崇
高
な憲
章理

念
は時
とし
て
日常
生活

と
相当
な距
離
感を
感じ

さ
せる
事は
あ
りま
した

が
当該
地域・会員

規模・
財
政基
盤な
ど
の諸
事情

を
勘案
して
適
合す
る活

動
を模
索・
検
討を
して

来
まし
た。
結
果、
私達

の
活動
は「
絆
づく
り」

を
目指
し、
平
和文
化の

啓
蒙か
ら入
り
、先
ずは
、

世
界を
知り
、
わが
町を

知
る「
学び
の
場の
提供
」

と
位置
づけ
、
国際
文化

ス
タデ
ィ、
地
域文
化ス

タ
ディ
を取
り
上げ
まし

た
。会
員相
互
理解
の為

に
「文
化遺
産
めぐ
り」

「
寺子
屋講
座
」も
はじ

め
まし
た。
徐
々で
はあ

り
ます
が各
々
定着
して

お
りま
す。
他
にも
多岐

に
亘る
活動
で
楽し
く、

お
互い
を知
り
、絆
を高

め
、地
域文
化
の向
上を

目
指す
事で
一
致協
力し

努
力し
てお
り
ます
。５

周
年を
迎え
た
今、
斯様

な
活動
を支
え
て来
て下

さ
いま
した
皆
様に
改め

て
、心
から
の
感謝
を申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。有
難う
ご
ざい
まし

た
。初
期活
動
の体
験を

通
して
、更
に
事業
のあ

り
かた
など
を
精査
し、

よ
り適
合す
る
活動
と安

定
した
持続
可
能な
協会

づ
くり
を構
築
して
いこ

う
と思
いま
す
。どうぞ

、
ご
理解
賜り
、
引続
きの

ご
指導
・ご
協
力を
切に

お
願い
申し
上
げま
す。

設
立

五
周

年
を

迎
え

て会
長

　
田

村
勝

彦

　
秋晴
れの研

究学
園都
市

「
つく
ば」
で
関東
ブロ
ッ

ク
・ユ
ネス
コ
活動
研究
会

が
開催
され
ま
した
。　
　

　
地元
の歌手

、佐
川は
じ

め
氏に
よる
「
千羽
鶴の祈

り
」そ
して
「
ユネ
スコ
の

歌
」、
世界
の
平和
を求
め

た
研究
会が
「
つく
ばカ
ピ

オ
・ホ
ール
」
でス
タート

し
た。
筑波
大
学大
学院

　
日高
健一郎

氏の
基調
講

演
「世
界遺産

40年
の歩み

と
展望
」で世

界遺
産の現

状
と課
題を
学
び、
パネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
世界
遺産・

無形
文化遺

産
は地
域の宝

物」
とし
て

「
日立
風流物

」や
「結城

紬
」、
「水戸

弘道
館」
な

ど
の伝
統遺産

が紹
介さ
れ

地
域の
宝物
の
保存
継承
が

い
かに
大切
か
を思
い知
ら

さ
れま
した
。
そし
て「
ユ

ネ
スコ
活動
と
足利
学校
」

や
「日
光世
界
遺産
とユ
ネ

ス
コ活
動」
等
の切
り口
か

ら
民間
ユネ
ス
コ活
動の
今

後
を示
唆す
る
提言
があ
り

ま
した
。つ
く
ば国
際会
議

場
のホ
ワイ
エ
に場
所を
移

し
た
交
流
会
で
は
名
人
の

「
ガマ
の油
売
り」
の口
上

で
盛り
上が
り
、し
ばし
の

親
睦
の
輪
が
花
咲
き
ま
し

た
。　
　

　
二日
目は
四
つの
分科
会

に
分
か
れ
て
の
勉
強
会
で

す
。　
　　
　
　　
　　
　

○
第一
分科
会

　
「平
和の
文
化」

　
・若
者が
主
体と
なり
続

け
られ
てい
る「創

作舞台
」

の
報告
他　
　
　　
　　
　

○第二
分科
会
　　
　　
　

　
「世
界寺
子
屋運
動」
　

　・

15年続
い
てい
るネ
パ

ー
ル
教
育
支
援
活
動
の
報

告
。　
　　
　
　　
　

　・書
損じ
ハ
ガキ
回収
活

動（四
街道
市
ユ協
）では

、
郵便局

にも
「
書損
じハ
ガ

キポス
ト」
を
設置
して
大

き
な効
果を
上
げて
いる
と

の報告
。　
　
　　
　　
　

○第三
分科
会
　　
　

　
「世
界遺
産
・地
域遺
産

活
動」
　

　・富
岡製
糸
場の
世界
遺

産登録
のゴ
ー
ルが
見え
て

き
たと
の報
告
。　
　　
　

　・佐
野市
の「天明

鋳物
」

は地域
の宝
物
探し
と保
存

の必要
を提
言
。　
　　
　

○第四
分科
会
　　
　　
　

　
「青
年部
活
動」
　

　・大
学と
ユ
ネス
コス
ク

ー
ルそ
して
民
間ユ
ネス
コ

協
会と
の連
携
を強
化の
必

要
性を提言

。
　　
　　
　

　
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は

「
つくば宇

宙
セン
ター
」

の
見学
です
。
　　
　　
　

宇
宙開発の

最
先端技術

と
そ
の成果の

説
明を受け

、
３
㎞離
れた
場所か

らの
ロ

ケ
ット発射

の
すさ
まじ
い

音
には
ビッ
ク
リ、
堪能
し

ま
した
。

　
これ
らの
最
先端分野

の
研
究開発が

、
これ
から
の

世
界平
和の
安定と持続

に
貢
献し
てい
く
こと
を念
じ

つ
つ、
「つ
くば」

を後
に

し
まし
た。
　
　

　
第

6回文
化
遺産
めぐ
り

は
、初
めて
の座学

でし
た
。

白
岡市
の出
前
講座
で市
教

育
委員
会の
奥
野麦
生さ
ん

に
『「文化財

を護
る」
と

い
うこ
と～文

化財
の保
護

に
おけ
る行政

の役
割と
地

方
ユネ
スコ
の
役割
』を
テ

ー
マに
お話
を
して
いた
だ

き
まし
た。
参
加者
は

13名

で
した
。お
話
の内
容は
　

一
、白
岡市指

定文
化財
の

概
要　
　　
　
　　
　　

　
・白
岡市
に
ある
県指
定

文
化財

2件
、
市指定文

化
財

50件
の概要

説明
。　
　

　
・市指定

「
鬼窪
八幡
宮

鰐
口」
の銘文

の謎
。　
　

二
、地域の文

化財
をど
の

よ
うに
して
護
るか

　
・指
定文
化
財と
非指
定

文
化は
文化
財
を護
る手
段

に
過ぎ
ず、
非
指定
文化
財

が
護ら
れる
こ
とに
より
指

定
文化
財が
護
られ
るこ
と

に
繋が
る。
　
　　
　　
　

　
・野
牛地
区
の領
主で
あ

っ
た新
井白
石
関連
の文
化

財
は地
域の
輝
ける
文化
財

と
して
保護
す
べき
もの
で

あ
る。
　　
　
　　
　　
　

三
、地
域ユ
ネ
スコ
活動
に

期
待す
るこ
と
　　
　　

　
・誰
でも
参
加で
きる
学

習
会の
継続
的
な活
動を
期

待
する
。　
　
　　
　　
　

　
・

"
Th
i
nk
 g
l

o
ba
ll
y
,a
ct
 

l
oc
al
l
y"の精

神
を
基に
した
活
動。でし

た
。

そ
の後
学校
で
の地
域の
歴

史
教育
や「文

化財
」と「

文
化
遺産
」の
言
葉の
使い
分

け
の
根
拠
等
の
質
問
が
あ

り
、終
了し
ま
した
。　
　

　
当協
会の
今
後の
活動
の

方
向性
を検
討
する
上で
非

常
に参
考に
な
る奥
野さ
ん

の
ご提
案で
あ
り、
お話
で

あ
りま
した
。
　　
　　

関
東

ブ
ロック

・
ユ

ネ
ス

コ
活

動
研

究
会

10月

13・

14日
つ

く
ば

カ
ピ

オ
、つ

く
ば

国
際

会
議

場

 ガマの油売り

 ロケット発射音の体験  筑波宇宙センター内部

 基調講演の様子

 分科会の様子

第
６

回
文

化
遺

産
め

ぐ
り

（
白

岡
市

出
前

講
座

）
白

岡
市

の
文

化
財

2012年

10月

21日
（

日
）

 講師の奥野さん

 発行人：蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦  〒349-0141　蓮田市西新宿３－５５－１５  （４）



　第５回文化遺産めぐり
は世界遺産登録を目指し
ている群馬県富岡市の製
糸場見学でした。　　　
　参加者は

13名、

9時

30

分に大宮駅集合、

JRで
高崎駅、その後上信電鉄
で上州富岡に昼過ぎに到
着。　　　　
　まずは、腹ごしらえ。
上
州
名
物

「おっきり
こみ」を、
汗をかきか
き頂きまし
た。　製糸場は駅から徒歩

15

分の所でした。　　　　
案内は富岡製糸場解説委
員会の会長である関さん
でした。
　関さんの分かりやすい
ご説明で富岡製糸場につ
いて学ぶことが出来まし

た。　　　　　　　　　
Ｑ：富岡製糸場を建てた
のはなぜか　　　　　　
　富岡製糸場は明治

5年
（１８７２年）明治政府
が日本の近代化の為に最
初に設置した模範器械製
糸工場です。　　　　　
　明治維新後、政府は日
本を外国と対等な立場に
するため、産業や科学技
術の近代化を進めた。そ
のための資金集めの方法
として、生糸の輸出が一
番効果的だと考え、政府
は生糸の品質改善・生産
性向上と技術指導者を育

成するため、様式の操糸
器械を備えた模範工場を
つくることにした。　　

Ｑ：なぜ富岡か　
　明治

3年横浜のフラン
ス商館勤務のポール・ブ
リ
ュ
ナ
ら
が
武
蔵
（
む
さ

し）・上野（こうずけ）・
信濃（しなの）を調査し、
上野（今の群馬県）の富
岡に場所を決めた。　　
　その理由は　　　　　
一、富岡付近は養蚕が盛
んで、繭が確保できる。
二、工場建設に必要な広
い土地が用意できる。

 
三、製糸に必要な水が確
保できる。　　　　　　
四、燃料の石炭（亜炭）
が近くの高崎・吉井で採
れる。　　　　　　　　
五、外国人指導の工場建
設に地元の人たちの同意

が得られた。　　　　　
　他に、ポール・ブリュ
ナの故郷（フランス）の
風景に富岡が似ていたか
らとも言われている。　

　操糸場、東・西繭倉庫、
外国人宿舎等の主要建物
（国指定重要文化財）は、
ほぼ創業当時の状態で保
存されており、建設技術
を含め先人の技術の高さ
などを知ることが出来ま
した。

　第４回寺子屋講座は、
「中国の若者に魅せられ
て」と題し開催されまし
た。講師は当協会会員・
早川正恭さんです。早川
さんは北京のイトーヨー
カドー１号店立ち上げで
３年間駐在した時の若者
との交流が縁で、現在日
本語教師として中国海洋
大学青島学院に赴任中で

す。退職後教師になった
経緯、資格取得の苦労ば
なしや初めて教鞭を執っ
た南京師範大学、南京大
学についての生活、そし
て中国海洋大学に至る

12

年間の指導経験に基づく
貴重なお話を伺う事がで
きました。　　　　　　
　最後に黒板を使い説明
さ
れ
た
諺
が
印
象
的
で
し

た。　　　　　　　　　

「一日為師・一生為父」
『一日師とと仰ぐ人は一
生の父と同じである』　
「桃李満天下」　　　　
『桃や李（スモモ）のよ
うに貴重な果実（教え子）
が至る所にいる』　　　
との説明とともに、１０
００人を超える教え子が
中国国内はもちろん、日

本・米国で活躍している
ことを、わがことのよう
に嬉しそうに話す姿は、
ビジネスマンでなく、ま
さしく教師そのものでし
た。講義終了後、参加者
で早川さんを囲んでの昼
食会を開き、親しくお話
をする事が出来ました。

9月

15日、

16日に香川県
高松市で「第

68回　日本
ユネスコ運動　全国大会

i
n高松」が開催されま

した。　　　　　　　　
当協会からは田村会長、
長嶋理事の二名が参加を
しました。　　　　　　
「参加を通してユネスコ
運動とはどのようなもの
か、どのような活動をし
ているのか、現在の実態、
そして今後の運動の目指
すもの等生の声でその一
端を学べることが出来た
のかと思っています。大
会宣言は具体性に乏しか
ったが、ユネスコ理念を
再確認することが大切と
の思いが感じられた。　
　また、交流会で接した
方々との友好・意見交換
が出来たのも良かったと
思います。振り返って、
私達が地域で出来るユネ
ス
コ
活
動
の
意
義
を
見
つ

め、一歩一歩元気で明る
く楽しみながらの活動を
継続し、次世代に継承し
て行けたらと思います。
　　　　（長嶋記）」

第
５

回
文

化
遺

産
め

ぐ
り

富
岡

製
糸

場
見

学

2012年
６

月

17日
（

日
）

おっきりこみ

富岡製糸場正面
 （東繭倉庫）

 案内の関さん

操糸場内部  製糸場からの風景

第
４

回
寺

子
屋

講
座

中
国

の
若

者
に

魅
せ

ら
れ

て

2012

年
７

月

21

日
（

日
）

 講師の早川さん

 講座の様子 一日為師・一生為父、桃李満天下

 早川さんを囲んでの昼食

全全 全全 国国 国国 大大 大大 会会 会会 にに にに 参参 参参 加加 加加

 開倫ユ協・大泉ユ協の方と一緒に
 （後列左から長嶋理事、田村会長）

 （３）     蓮田蓮田蓮田蓮田・・・・白岡地方白岡地方白岡地方白岡地方ユネスコユネスコユネスコユネスコ協会協会協会協会ホームページホームページホームページホームページ http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/  （２）

①
韓
国
ソ
ウ
ル
で
生
ま

れ、東京大田区育ち。
②高

1から大学までは
韓国。韓国語通訳歴約

30年。日韓交流、韓国
オピニオンリーダーな
どの仕事に従事中。現
ＮＰＯ法人日中韓から
世界へ代表理事。仕事
だけでなく母の代から
息子まで日韓の間で家
族を作ってきました。
微力ながら日韓の架け
橋
の
役
割
を
し
て
い
ま

す。③ユネスコ関係の
教員交流の仕事にも携
わっています。日韓、
ひいては世界の子ども
達の幸せのための活動
が益々発展する事を願
っています。

①足立区で生れ育ち、
下
町
生
れ
下
町
育
ち
で

す。②現在リタイア生
活ですが世界文化遺産
（特に京都地区）など
に興味があり、また色
々なご当地検定などの
勉強にもいそしんでい
ます。③これからはユ
ネスコ活動を通じ日本
だけではなく世界の文
化遺産などにもいろい
ろ勉強して自分だけで
はなく社会の皆様に何
かお役に立てればいい
な
あ
と
思
っ
て
お
り
ま

す。　

①生まれは東京都港区
青山ですが、

5歳の時
に神奈川県大和市に転
居、大学卒業まで住ん
でおりました。現在は
東京都世田谷区在住で
す。②

22歳で社会人と
なってからは大分県・
東京都・福岡県・長野
県・北海道と全国を股
にかけて転勤いたしま
した。現在は墨田区に
ある建材工事会社に勤
務しております。③お
恥ずかしい事に本会に
はいつも欠席という幽
霊会員です。ただ、い
つも郵送頂いている会
報は大変興味深く拝読
しております。今後は
機会があれば本会にも
出席したいと考えてお
ります。　

①久喜市②旅行観光専
門学校卒～会社員③

5
周年記念講

演会、
戦争

を知らない私たちにと
って降

旗監
督の体験談

はとても興味深く、拝
聴いたしました。

平和
活動については、とて
も大切な事であり、戦
争を知らない私たち世
代が、先輩方のパイプ
役となり子

供たちに語
りついでいかないとい
けないと、

痛感しまし
た。活動に参加するこ
とがなかなかできませ
んが、今後

共よろしく
お願いいたします。

①
千葉市緑区に住む箱
入り息子でした（

但し
大学、通勤には片道二
時間弱）その

辛抱強さ
も
結
婚
と
共
に
い
ず
こ

へ。現在は読
売巨人軍

の本拠地東京都稲
城市

に在住②自動
車部品開

発の仕事をしておりま
すが、会社で

絞られ家
では縛られ

趣味の
ゴル

フもいつの日か打ちっ
放しの

多い日々です。
③ユネスコの活動、定
義を正しく知らない世
代
が
多
い
事
が
実
況
で

す。もっと子
供のうち

からその意味を分かっ
てもらえたらと思いま
す。　
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員員 員員
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員員 員員
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会会 会会
員員 員員
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会会 会会
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会会 会会
員員 員員

紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員

紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員

紹紹 紹紹
介介 介介

①
出

身
地

②
今

ま
で

の
歩

み

③
ユ

ネ
ス

コ
活

動
に

つ
い

て

敬
称

は
省

略
し

て
い

ま
す

牛牛 牛牛 尾尾 尾尾 恵恵 恵恵 子子 子子
（

う
し

お
　

け
い

こ
）

小小 小小 川川 川川 健健 健健 一一 一一
（

お
が

わ
　

け
ん

い
ち

）

斉斉 斉斉 藤藤 藤藤 憲憲 憲憲 義義 義義
（

さ
い

と
う

　
の

り
よ

し
）

江江 江江 原原 原原 正正 正正 幸幸 幸幸
（

え
は

ら
　

ま
さ

ゆ
き

）

内内 内内 山山 山山 賢賢 賢賢 一一 一一
（

う
ち

や
ま

 け
ん

い
ち

）

今今 今今 後後 後後 のの のの 活活 活活 動動 動動 予予 予予 定定 定定
１１ １１ 月月 月月

27272727日日 日日 （（ （（ 日日 日日 ）） ）） 第第 第第 ７７ ７７ 回回 回回 文文 文文 化化 化化 遺遺 遺遺 産産 産産 めめ めめ ぐぐ ぐぐ りり りり
　　 　　 　　 　　 「「 「「 渋渋 渋渋 沢沢 沢沢 記記 記記 念念 念念 館館 館館 見見 見見 学学 学学 」」 」」
２２ ２２ 月月 月月

17171717日日 日日 （（ （（ 日日 日日 ）） ）） 第第 第第 ９９ ９９ 回回 回回 地地 地地 域域 域域 文文 文文 化化 化化 遺遺 遺遺 産産 産産 スス スス タタ タタ デデ デデ ィィ ィィ
　　 　　 　　 　　 「「 「「 縄縄 縄縄 文文 文文 期期 期期 のの のの 蓮蓮 蓮蓮 田田 田田 ・・ ・・ 白白 白白 岡岡 岡岡 」」 」」


